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関
す
る
質
問
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平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
に
公
布
さ
れ
た
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
以
下
「
Ｉ
Ｒ
整
備
法
」
と
い
う
）
に
よ
る

と
、
カ
ジ
ノ
事
業
を
希
望
す
る
都
道
府
県
等
は
カ
ジ
ノ
を
含
む
区
域
整
備
計
画
を
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
申
請
す

る
（
第
九
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
・
市
が
認
定
を
申
請
す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
つ
い
て
以
下
の
点
を
明

確
に
さ
れ
た
い
。 

一 

区
域
整
備
計
画
の
認
定
申
請
期
間
は
二
〇
二
一
年
十
月
一
日
か
ら
二
〇
二
二
年
四
月
二
十
八
日
ま
で
と
あ
る
が
そ
の
と
お

り
か
。
期
間
が
経
過
し
た
後
の
申
請
は
可
能
か
。 

二 

Ｉ
Ｒ
整
備
法
第
九
条
第
十
一
項
第
七
号
に
よ
る
と
、
カ
ジ
ノ
は
三
カ
所
以
内
と
な
っ
て
い
る
が
、
期
限
ま
で
に
申
請
が
三

カ
所
に
満
た
な
い
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。
後
日
の
追
加
申
請
は
可
能
な
の
か
。 

三 

Ｉ
Ｒ
整
備
法
第
九
条
第
八
項
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
等
が
認
定
を
申
請
す
る
に
は
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
る
が
、
大
阪
府
と
大
阪
市
が
申
請
す
る
に
は
府
議
会
と
市
議
会
で
の
議
決
が
必
要
と
い
う
こ
と
か
。 

四 

区
域
整
備
計
画
の
認
定
の
審
査
は
ど
の
よ
う
な
手
続
で
行
わ
れ
る
か
。
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
認
定
の
判
断
は
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
推
進
本
部
（
以
下
「
Ｉ
Ｒ
推
進
本
部
」
と
い
う
）
メ



 

２ 

 

ン
バ
ー
の
全
員
一
致
で
決
ま
る
の
か
。 

五 
Ｉ
Ｒ
推
進
本
部
は
全
閣
僚
と
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
委
員
長
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
一
人
で
も
反
対
が

あ
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。
閣
議
決
定
の
場
合
と
同
様
に
一
人
で
も
反
対
が
あ
れ
ば
決
定
で
き
な
い
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


